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1

農業も独自性を出して他自治体と競争し
なければならない。市長はオーガニック野
菜の栽培を応援してくれるが、インセン
ティブ(報奨金）制度の創設が必要ではな
いか。付加価値の高い作物を作るにはど
うすればよいか。

チョロギのように、作れそうで作れないもの
で、さらに、薬効があるということも付加価
値である。また、有機栽培や、おいしさ、作
り方が違うなど人に選んでもらえるというこ
とも付加価値の１つではないか。

産業建設 ○

2

度重なる災害や異常気象により、ビニー
ルハウスや有害鳥獣被害防護柵にも被
害が出ている状況であるが、どのように
認識しているのか。

台風２１号によるビニールハウス損壊に対
する復旧補助があるが、有害鳥獣被害防
御柵には補助がない。壊れたものを直すの
は、心も折れることはよく理解している。こ
のことは、課題だと認識している。

産業建設 ○

3
ソーラーパネルについては、適正に設置
するための条例が必要ではないか。

法律がないので手がつけられないでいる
が、今後必ず解決すべきことである。九州
では九州電力が買取りできないという
ニュースもあった。環境への影響もあり、独
自で条例をつくる必要があると考える。

環境厚生 ○

4

５年ほど前から救急センターの必要性に
ついて、京都中部広域消防組合と調整
し、南丹市とも協議している。南丹市の議
員と話すことも必要ではないか。

以前から議会としても要望してきた。２市１
町で組合をつくっているが、人口密集地の
問題などもありバランスが崩れている。市
長もその都度話題として出している。

総務文教 ○

5

地理的事情から高齢者も車を手放せな
い。地域コミュニティタクシーなども含め
て、地域公共交通の充実が必要ではない
か。

公共交通対策特別委員会でも充実に向け
て議論している。南部・中部・西部地域から
のバスはガレリアかめおかまで延伸してい
る。また、千代川町から大井町のマツモトま
で延ばせないか検討している。デマンドバ
スは東別院町で運行が始まっているが、既
存のふるさとバスとの兼ね合いもある。

公共交通対策 ○

6

災害対策で神田川の下流側は改修済み
だが、上流側の４００ｍほどは未改修であ
る。石橋があり、昭和３０年代のもので老
朽化が激しい。増水してあふれると心配
である。

橋脚を広げることが大事である。要望書を
早急に出すこと等を考えていただきたい。

産業建設 ○

7

昨年１０月の大雨により、湯ノ花平団地の
斜面に２０年前に残土を積み上げた箇所
のブロックが人家に倒れこんできた。機会
があれば見に来てほしい。当時、応急処
置されたが、まだブロックが残っている。
個人の所有地（事業所）であり、森林法に
基づいて京都府が指導した。地域こん談
会の時に市長が担当部を指定し、地域再
生プロジェクトを使ってできないか指示さ
れた。

現場を見に行く等検討させていただきた
い。

産業建設 ○

8
山林に関して、災害の影響調査が遅れて
いる。崩れている箇所が多く、地滑り等の
危険性が高い。

治山事業は京都府の事業である。人家に
影響があるかどうか、早く回答すべきもの
だが、京都府はなかなか対応してくれな
い。亀岡市としての制度はないので、今後
考えていかなければならない問題である。

産業建設 ○

わがまちトークで頂いた意見・要望等と回答について
日時（H30.10.16　 20：00～21：52）
会場（宮川公民館）
テーマ（宮前町の地域振興について・西部地区に救急センターの設置について）

意見・要望などの概要 当日回答内容 所管

対応
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9

府道への接続道路が貧弱であり、改修が
必要である。神前は東と西に分かれてい
るので、ゆくゆくは幹線道路をつなげてほ
しい。

道路整備については今後も求めていきた
い。

産業建設 ○

10

ききょうの里の今後の運営について、作
業員の高齢化も進んでおり支援をお願い
したい。猛暑対策でミストシャワーの設置
なども検討してほしい。大河ドラマで訪れ
る方も増えると考えている。

市としても予算を計上すべきだが、今は何
とも答えられない。イベント等もどんどん実
施されることにより、今後も実績をつくって
いただきたい。先行的な取組みを議会とし
ても応援していきたいと考えている。

産業建設 ○

11

南丹・篠山方面から猿が群れで来て、被
害が深刻になっている。大丹波地域サル
対策広域協議会に亀岡市は加わってい
ないが、メス猿に発信機をつけて移動の
様子が分かるようにしている。

今後、対策を検討していく必要がある。 産業建設 ○

総務文教 ○

産業建設 ○

12
山崩れにより、人家の横の木を伐採した
いが費用がかかる。水路、林道、農道へ
の影響もある。

何らかの手立てができないか考える必要
がある。


